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　一固定資産税における縦覧制度等が改正されました一
　納税者が、他の土地や家屋の価格との比較を通じて、自己の土地や家屋の評価が適正かどうかを判断できるようにす

るため、これまでの固定資産課税台帳を関係者の縦覧に供する制度から、土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳

簿を市町村内の納税者の縦覧に供する制度に改められました。

　東郷町の税条例（税条例で規定されていること）に基づき、改正前と改正後の仕組み（概要）を次のとおり表にしてみま

した。

固定資産税における縦覧制度等の改正概要
1，月 2．月 3 4．月 5月 6月

改

正

前

改

正

後

賦課期日

す1／1 璽
納税通知書　　納期限（4月30日）

　　　　　　》2／末日まで　　　▽　　　　ウ

　　　・／・か←・・日以上の鞘瀬
　　　　　　湾i［i國
　　　　　　（纏覧できるのは、奮帳の禾人資産に係る部分のみ）

　　　　　縦覧期間の初日から福浜通知書受付後夢0日までの問

i（価格について1［垂画

（その他について）不服申立

　　　　　　　　　　　　納税通知書受付後60自問

注：価格決定期限
　　縦覧期間
　　審査申出期間
　　納税通知書
　　不服申立

2，月末日

3／1から20日以上の期間（原則）
縦覧期間の初日から納税通知書受付後30日までの間
遅くとも納期限前10日までに交付しなければならない。
納税通知書受付後60日間

圃　▽1／1
匝璽］納樋鰭 納期限（4月30日）

3／31まで▽　　▽
・
▽
・

　　　10日間以上

41／1から4／30iまで
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　匡＝董］⇒i
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　l他高地や家屋鮮格との比較早出）

一÷…一一｛……一一一》［亜一→
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鵬額獺盗錨膿．

／　
冒

匿麺］ξ一　　　　　　ロ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　コ

　　　　　　　　　　　　納梯通知書受付後6iO日間

（その他についす）不服申立

（注）上図は、’ R／31に価格等が決定され、

る。太字は改正箇所を示している。

4／1から縦覧が実施された場合を想定してい

改正点：①固定資産の価格等の決定期限を3／31とする。
　　　②町長は、固定資産税の納税者が、本人の土地や家屋の価格と他の土地や家屋の価格との比
　　　　較ができるよう、土地価格等縦覧帳簿及び家屋価格等縦覧帳簿を納税者の縦覧に供するこ
　　　　　ととする。
　　　③縦覧期間を4／1から4／30までとする。
　　　④固定資産評価審査委員会に対する審査申出期間を、固定資産の価格等を固定資産課税台帳
　　　　に登録した旨を町長が公示した日から、納税通知書受付後60日までの間とする。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉

　　　　　　コ膨ど弓ご’り②

東郷町の職員給与等をお知らせします
（1）給与費等の状況（一般会計予算：給与改定後）

給与費（B）

区　分
職　員　数

iA　）
職　　員　　手　　当

1人当たりの
求@与　費

iB／A）
給　　料

期末・勤勉手当 その他の手当
計

14年度 92
　　　千円
R54，615

　　　千円
P51，143

　　　千円
R5，226

　　　千円
T40，984

　　　千円
T，880

（2）職員の平均給料月額及び平均年齢の状況

一般行政職

技術員職

（平成14年4月1日現在　給料改定前）

…
1

1

．睾忌．三．藩、萎二七ii霧…灘驚驚．　ゴ 甕．
謁；　’．

314，237円 39．ll歳

364，654円 42．2歳

332，052円 40．4歳

…
…

；
1

．灘」≦襲妻、至叢誓簗 馨豪．際嚢． ざ． ≒：．＝・．
ぞ． 九． 359，350円　47．1歳

344，584円　46．6歳 ！
290，731円 48．8歳

I
I …

29α000 300，000 310，000

（3）一般行政職の七重職員数の状況

320．000 330．000 340．000

（平成14年4月1日現在）

350、000 360、000

□
町
□
県
□
国

区　　　分 1級 2級 3級 4級 5級 6級 7級 8級

標準的な職務内容 主事Z師
主事
Z師
主事
Z師
係長
蜊ｸ
係長
蜊ｸ
課長補佐

蜉ｲ
課長
Q事 課長

計

職　　員　　数 　人
Q

　人
U 　人P3 　人P4 　人

V 　人P3 　人
S 　人W 　　人U7

構　　成　　比 　％R．0 　％
X．0 　％P9．4 　％Q0．9 　％P0．4 　％P9．4 　％U．0 　％P1．9 　　％P00

参考　1年前の構成比 　％R．0 　％P3．2 　％P7．6 　％P7．6 　％P0．3 　％Q2ユ 　％
V．4 　％W．8 　　％P00

（4）職員の初任給の状況 （平成15年1月1日現在）

区　　　　　分 初　　任　　給 採用2年後の
求@料　月　額

大　学　卒 161000円 178，400円

一般行政職 高　校　卒 139500円 149200円

大　学　卒 161，000円 178400円
技　術　員　職

高　校　卒 139500円 149200円

（5）部門部職員数の状況 （平成14年4月1日現在）

部　　　　門 年　　　度　　　別　　　職　　　員　　　数 5年間の増減
平　10 平　11 平　12 平　13 平　14

議　会 2 2 2 2 2

総　務 22 20 22 22 23 1

税　務 5 5 4 5 5

一般管理費 農　水 17 16 16 16 16 △1

土　木 7 7 8 8 6 △1

小　計 53 50 52 53 52 △1

民　生 20 20 24 18 19 △1

福　　祉 衛　生 7 7 5 5 5 △2

小　計 27 27 29 23 24 △3

一　般　行　政　計 80 77 81 76 76 △4

教　育 17 16 18 18 18 1

特別行政 小　計 17 16 18 18 18 1

病　院 25 26 24 23 24 △1

水　道 2 2 2 2 2

公営企業等 下水道 0 1 1 1 1 1

その他 4 4 3 9 7 3

小　計 31 33 30 35 34 3

総　　　合　　　計 128 126 129 129 128

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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走
快
2
暮
の
遁
路
を
走
る

　
　
2
月
1
6
日
（
日
）
、
早
春
　
　
、
．
　
を
駈
け
る

第
2
3
回
牧
水
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
得
　
　
れ

ま
し
た
。

客
部
門
の
上
位
入
省
呈
色

◆
宣
言
タ
イ
ム
走
2
㎞

・
個
人
の
部

1
位
　
永
野
茂
（
1
秒
差
）
東
郷
町
、

2
位
　
山
m
重
男
（
6
秒
差
）
東
郷

町
、
3
位
　
甲
斐
憲
彦
（
7
秒
差
）

高
千
穂
町

・
親
子
の
部

1
位
　
知
覧
涼
子
・
雄
介
（
7
秒
差
）

綾
町
、
2
位
　
大
坪
秀
博
・
駿
（
1
7

秒
差
）
宮
崎
市
、
3
位
　
岩
川
賢
二
・

雅
大
（
2
8
秒
差
）
東
郷
町

灘
覇

夢鮮

〃
●●

◆
小
学
3
年
生
男
子
2
㎞

1
位
　
菊
池
耕
佑
7
分
4
1
秒
（
南

方
ア
ス
リ
ー
ト
）
、
2
位
　
吉
田
拓

史
7
分
5
4
秒
（
延
岡
市
）
、
3
位

上
川
路
由
基
8
分
0
0
秒
（
宮
崎
市
）

◆
小
学
3
年
生
女
子
2
㎞

1
位
　
柳
田
恵
8
分
3
2
秒
（
ひ
ま

わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、
2
位
　
竹
田

静
8
分
5
7
秒
（
財
光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸

上
）
、
3
位
　
直
野
奈
々
9
分
0
0
秒

（
福
瀬
小
）

◆
小
学
4
年
生
男
子
2
㎞

1
位
　
芳
賀
郁
7
分
4
4
秒
（
日
向
市
）
、

　
　
　
　
　
2
位
　
平
坂
祥
行

7
分
5
0
秒
（
財
光

寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、

3
位
　
寺
原
求
8

分
1
6
秒
（
東
郷
小
）

◆
小
学
4
年
生

女
子
2
㎞

1
位
　
新
本
明
日

香
9
分
1
7
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸

上
）
、
2
位
　
高
須

律
子
9
分
1
8
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
3
位
　
牧

野
菜
美
9
分
1
9
秒
（
芋
追
小
）

◆
小
学
5
年
生
男
子
2
㎞

1
位
　
橋
口
魁
人
7
分
0
6
秒
（
芋

迫
小
）
、
2
位
　
黒
木
隆
平
7
分

46

b
（
ひ
ま
わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、

3
位
　
岡
村
崇
史
7
分
5
3
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）

◆
小
学
5
年
生
女
子
2
㎞

1
位
　
瀬
之
口
舞
7
分
5
2
秒
（
門

川
町
）
、
2
位
　
松
田
陽
菜
8
分

19

b
（
ひ
ま
わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、

3
位
　
川
本
唯
8
分
3
0
秒
（
ひ
ま

わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）

◆
小
学
6
年
生
男
子
2
㎞

1
位
大
坪
岳
7
分
0
5
秒
（
宮
崎
市
）
、

2
位
　
木
村
亮
介
7
分
2
6
秒
（
ひ

ま
わ
り
陸
上
ク
ラ
ブ
）
、
3
位
　
児

玉
健
生
7
分
4
1
秒
（
東
郷
小
）

◆
小
学
6
年
生
女
子
2
㎞

1
位
　
河
野
香
代
8
分
0
2
秒
（
財

光
寺
ジ
ュ
ニ
ア
陸
上
）
、
2
位
　
那

須
宇
美
8
分
1
5
秒
目
ひ
ま
わ
り
陸

上
ク
ラ
ブ
）
、
3
位
　
市
章
世
志
江

8
分
4
3
秒
目
南
方
ア
ス
リ
ー
ト
）

◆
中
学
生
女
子
3
㎞

1
位
　
尾
前
奈
々
1
1
分
4
2
秒
（
延

岡
市
）
、
2
位
　
黒
木
優
1
2
分
0
8

秒
（
東
郷
中
）
、
3
位
　
一
宮
悠
花

12

ｪ
2
8
秒
目
延
岡
市
）

◆
中
学
生
男
子
5
㎞

1
位
　
甲
田
得
平
1
8
分
0
3
秒
（
西

郷
村
）
、
2
位
　
須
田
恵
介
1
8
分

12

b
（
延
岡
市
）
、
3
位
　
小
野
祐

一
郎
1
9
分
0
5
秒
（
延
岡
市
）

◆
一
般
女
子
3
㎞

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
藤
枝
香
名
子
1
3
分
3
0
秒
（
日

向
市
）
、
2
位
　
矢
野
修
子
1
9
分

14

b
（
延
岡
市
）
、
3
位
　
甲
斐
久

美
子
1
9
分
1
4
秒
（
延
岡
市
）

・
5
9
歳
以
下

1
位
　
黒
木
絹
．
r
1
3
分
4
1
秒
（
東

郷
町
）
、
2
位
　
菊
池
美
穂
1
4
分

09

b
（
南
方
ア
ス
リ
ー
ト
）
、
3
位

　
牧
口
美
津
枝
1
5
分
4
2
秒
（
延
岡

市
）◆
一
般
女
子
5
㎞

・
4
0
歳
以
上

1
位
　
長
谷
美
恵
子
2
7
分
3
3
秒
（
延

岡
市
）
、
2
位
　
吉
田
久
美
子
2
7

分
3
6
秒
（
延
岡
市
）

◆
一
般
男
子
5
㎞

・
2
9
歳
以
下

1
位
　
畝
原
光
弘
1
7
分
0
1
秒
（
東

郷
町
）
、
2
位
　
河
野
貴
浩
1
7
分

28

b
（
日
南
市
）
、
3
位
　
大
山
洋

一
1
9
分
3
5
秒
（
川
南
町
）

・
3
9
歳
以
下

1
位
　
平
川
英
司
1
7
分
4
6
秒
（
延

岡
市
）
、
2
位
　
江
内
谷
義
郎
1
7

分
4
9
秒
（
東
郷
町
）
、
3
位
　
海
野

達
也
1
7
分
5
9
秒
（
日
向
市
）

・
4
9
歳
以
下

1
位
　
甲
田
伊
直
1
9
分
3
5
秒
（
西

郷
村
）
、
2
位
　
松
岡
広
志
2
0
分

選手宣誓（三浦辰己さん親子）

19

b
（
西
都
市
）
、
3
位
　
村
中
栄

一
2
1
分
2
6
秒
（
日
向
市
）

・
5
9
歳
以
下

1
位
　
安
藤
和
行
1
8
分
5
9
秒
（
門

川
町
）
、
2
位
　
興
椙
睦
生
1
9
分

23

b
（
西
都
市
）
、
3
位
　
川
崎
薫

19

ｪ
4
2
秒
（
日
向
市
）

・
6
0
歳
以
上

－
位
　
宮
本
東
2
0
分
2
5
秒
（
日
向

市
）
、
2
位
　
川
原
雅
男
2
0
分
3
5

秒
（
延
岡
市
）
、
3
位
　
川
添
時
義

20

ｪ
4
8
秒
置
清
武
町
）

◆
一
般
男
子
　
－
o
㎞

1
位
　
甲
田
隆
幸
3
6
分
2
9
秒
（
西

郷
村
）
、
2
位
　
三
森
洋
生
3
8
分

09

b
（
門
川
町
）
、
3
位
　
大
木
紳

二
3
8
分
5
4
秒
（
宮
崎
市
）

★町回に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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第
7
回
若
山
牧
水
賞

　　

@　

�
ﾜ
記
念
講
演
会

　
第
7
回
若
山
牧
水
賞
を
歌
集

「
農
鳥
」
で
受
賞
し
た
歌
人
三

枝
昂
之
氏
の
受
賞
記
念
講
演
会

が
、
2
月
1
4
日
目
金
）
に
町
総
合

文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
ま
し

た
。　
牧
水
の
母
校
坪
谷
小
学
校
児

童
2
0
名
に
よ
る
牧
水
の
歌
の
斉

唱
で
幕
が
開
き
、
主
催
者
の
町

長
が
あ
い
さ
つ
を
行
っ
た
後
、

牧
水
賞
選
考
委
員
の
一
人
で
あ

る
伊
藤
一
彦
氏
の
講
師
紹
介
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
も
そ
も
、

三
枝
氏
と
伊
藤
氏
は
早
稲
田
短

歌
会
の
仲
間
で
あ
り
、
昔
か
ら

の
友
人
で
あ
っ
た
と
話
さ
れ
ま

し
た
。
ま
た
、
受
賞
作
品
「
農

鳥
」
は
三
枝
氏
の
故
郷
に
あ
る

山
の
名
前
だ
と
い
う
こ
と
も
話

さ
れ
、
故
郷
を
愛
し
た
牧
水
に

通
じ
る
歌
人
で
あ
る
と
紹
介
さ

れ
ま
し
た
。

　
講
演
で
は
、
ま
ず
牧
水
の
歌

で
一
番
好
き
な
歌
が
「
咲
か
む

と
す
な
り
山
ざ
く
ら
花
」
で
す

と
話
さ
れ
、

東
郷
町
を
訪
れ
た
と
き
に
、
牧

水
の
歌
の
イ
メ
ー
ジ
で
は
「
海
」

の
近
く
を
想
像
し
て
い
た
の
で

す
が
、
山
の
中
に
あ
る
こ
と
で
、

自
分
の
故
郷
に
似
て
近
い
思
い

が
し
ま
し
た
、
と
話
さ
れ
ま
し

た
。　
近
年
の
新
聞
歌
壇
の
中
か
ら

現
代
の
「
老
い
」
を
提
示
し
、

そ
こ
か
ら
牧
水
の
短
歌
で
の
「
老

い
の
風
景
」
を
引
き
合
い
に
出

し
な
が
ら
、
牧
水
と
い
う
稀
代

の
歌
人
を
探
り
出
し
て
い
き
ま

し
た
。
近
代
短
歌
界
で
は
、
老

い
て
か
ら
は
高
貴
な
（
上
手
な
）

短
歌
が
詠
ま
れ
る
こ
と
が
多
い

が
、
牧
水
は
老
い
て
も
子
ど
も

の
よ
う
な
純
真
無
垢
な
心
を
宿

し
て
い
た
稀
有
な
歌
人
で
あ
っ

た
、
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
故
郷

や
自
然
、
風
景
や
叙
情
の
歌
が

多
く
詠
ま
れ
て
い
る
の
は
、
大

人
に
な
っ
て
も
澄
ん
だ
心
を
も

っ
て
い
た
、
そ
ん
な
牧
水
だ
っ

た
か
ら
な
の
で
し
ょ
う
か
。

　
歌
人
若
山
牧
水
の
新
た
な
一

面
を
知
る
講
演
会
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　品を整備

　財団法人自治総合センターが宝くじの普及広

報事業として、コミュニティ活動を行う団体に

対しての助成制度があります。

　本町はこれまでに、福瀬田太鼓や小野田神楽

の用具整備などを行ってきましたが、14年度

には坪谷子供郷土芸　　　　　　　　、

能保存会の用具整備を　　　曝、縄回避…

行ったところです。　　　　蕪　　　糞

宝くじ益金で
　　　坪谷神楽備

万
一
の
事
故
の
備
え
て
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
加
入
を

1
保
険
料
、
加
入
区
分
の
一

部
改
正
が
行
な
わ
れ
ま
し

た
1

　
平
成
1
5
年
度
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全

保
険
の
受
付
が
3
月
よ
り
始
ま

り
ま
す
。
子
ど
も
会
、
運
動
ク

ラ
ブ
、
文
化
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

団
体
な
ど
5
人
以
上
の
ク
ラ
ブ

で
あ
れ
ば
加
入
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
団
体
向
け
に
は
個
人

活
動
ま
で
補
償
で
き
る
制
度
（
子

ど
も
ワ
イ
ド
保
険
）
も
あ
り
ま
す
。

加
入
し
て
万
一
の
け
が
や
賠
償

責
任
な
ど
の
事
故
に
備
え
ま
し

ょ
う
。

　
掛
金
は
、
子
ど
も
の
団
体
が

1
人
年
額
5
0
0
円
（
子
ど
も
ワ

イ
ド
保
険
は
1
0
5
0
円
）
、
老

人
ク
ラ
ブ
団
体
は
、
8
0
0
円
。

成
人
の
ス
ポ
ー
ツ
団
体
が
、
1

5
0
0
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　
ま
た
、
今
回
は
保
険
料
、
加

入
区
分
（
子
ど
も
団
体
の
指
導
者

や
ダ
ン
ス
グ
ル
ー
プ
等
）
の
改
訂

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
の
で
、
毎

年
ご
加
入
の
団
体
も
「
あ
ら
ま
し
」

を
よ
く
お
読
み
い
た
だ
き
、
お

申
込
く
だ
さ
い
。

〈
問
合
せ
先
〉

（
財
）
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
宮
崎
県
支
部

　
奮
0
9
8
5
（
5
5
）
3
1
3
6

　
加
入
依
頼
書
は
、
町
教
育
委

員
会
（
生
涯
学
習
係
）
に
あ
り
ま
す
。

前
年
度
加
入
団
体
に
つ
き
ま
し

て
は
、
3
月
上
旬
に
発
送
予
定

で
す
。

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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ほ
か
ん
と
一
」
は
　
ど
ん
げ
拍
ワ
・

　
1
月
3
0
日
（
木
）
、
東
郷
画
地
場
産

業
振
興
会
の
会
員
総
勢
4
6
名
が
参
加

し
て
、
視
察
研
修
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

北
方
町
の
「
よ
つ
ち
み
み
ろ
屋
」
を
皮
切

り
に
、
大
分
県
宇
目
町
の
「
う
め
り
や
」
、

北
川
町
の
「
は
ゆ
ま
」
を
視
察
し
、
農
林

産
物
直
売
所
の
様
子
や
生
産
組
織
の

状
況
、
販
売
・
管
理
方
法
な
ど
を
研
修

し
ま
し
た
。

　
本
町
の
ふ
る
さ
と
市
場
で
の
販
売
実

績
も
年
々
増
加
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

昨
今
の
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
て
、

「
安
く
て
、
安
心
で
、
安
全
な
品
物
」
を

目
指
し
て
、
更
な
る
展
開
を
図
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
、
市
場
の
店
先
で
、
生
産
者
自

身
が
お
客
さ
ん
に
品
物
を
笑
顔
で
販

売
す
る
そ
ん
な
和
や
か
な
風
景
が
見

れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

．
〃一 ’

東
郷
田
生
涯
学
習
推
進
大
（
岩

　
2
月
2
日
（
日
）
、
平
成
1
4
年
度
東
郷
町
生

涯
学
習
推
進
大
会
が
、
町
総
合
文
化
セ
ン
タ

ー
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
会
で
は
、
開
会
行
事
に
引
き
続
き
、
日
頃

の
生
涯
学
習
の
取
り
組
み
の
成
果
が
発
表
さ
れ

ま
し
た
。
、
大
正
琴
教
室
や
に
こ
に
こ
体
操
教

室
の
披
露
、
ま
た
、
迫
野
内
公
民
館
か
ら
自
治

公
民
館
の
活
動
、
東
郷
小
学
校
か
ら
は
家
庭

教
育
学
級
の
活
動
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。
子
ど

も
の
声
発
表
で
は
、
三
浦
祐
弥
く
ん
（
東
小
6

年
）
、
河
野
泰
士
く
ん
（
越
小
6
年
）
、
稲
田
あ

や
か
さ
ん
（
坪
中
2
年
〉
、
川
越
雄
矢
く
ん
（
東

中
3
年
）
か
ら
♪
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
や
中
国

の
旅
で
の
感
想
な
ど
が
発
表
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
「
A
ス
見
つ
め
た
い
、
生
命
と
心
」
を

テ
ー
マ
に
日
本
の
語
り
部
「
カ
ラ
ー
ジ
ュ
」
が
公

演
を
行
な
い
、
盛
り
上
が
っ
た
中
で
大
会
は
終

了
し
ま
し
た
。

野
里
教
空
開
催

　
2
月
1
日
（
土
）
、
東
郷
少
年
野

球
チ
ー
ム
主
催
に
よ
る
日
向
・
入

郷
少
年
野
球
教
室
が
、
東
郷
小
学

校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
教
室
で
は
、

元
プ
ロ
野
球
選
手
の
田
野
倉
氏
、

水
上
氏
、
石
井
氏
の
3
名
が
講
師

と
し
て
招
か
れ
、
少
年
野
球
の
8

チ
ー
ム
に
所
属
す
る
1
8
0
名
の

野
球
少
年
が
参
加
し
て
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
今
回
の
教
室
は
、
大
阪
在
住
の

本
町
出
身
の
男
性
が
「
子
供
た
ち

に
本
物
の
指
導
を
」
と
3
名
の
講

師
が
主
催
者
に
紹
介
さ
れ
、
実
現

さ
れ
た
も
の
で
す
。
参
加
し
た
少

年
達
は
、
講
師
の
方
か
ら
一
人
一

人
丁
寧
に
指
導
を
受
け
、
走
塁
や

守
備
、
打
撃
練
習
に
目
を
輝
か
せ

な
が
ら
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
夜
の
部
で
は
、
田
野
倉
氏
か
ら

子
ど
も
達
を
上
達
さ
せ
る
方
法
な

ど
を
保
護
者
が
指
導
さ
れ
た
よ
う

で
す
。

宮
崎
県
示
邑
さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場

　
　
2
月
8
日
（
土
）
、
宮
崎
県
ふ
る

　
さ
と
フ
ァ
ミ
リ
ー
劇
場
の
ひ
と
つ

　
と
し
て
、
宮
崎
交
響
楽
団
演
奏
会

　
が
町
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

　
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
町
内
の
ク

　
ラ
シ
ッ
ク
フ
ァ
ン
約
3
5
0
名
が

　
集
ま
り
、
ブ
ラ
ー
ム
ス
や
チ
ャ
イ

ヒ
コ
フ
ス
キ
ー
な
ど
が
作
曲
し
た
曲

　
の
演
奏
に
、
し
ば
し
耳
を
傾
け
て

　
い
ま
し
た
。
日
常
の
雑
踏
か
ら
抜

　
け
出
し
、
悦
惚
の
ひ
と
と
き
を
過

．艶

ｱ
せ
た
こ
と
は
、
な
か
な
か
好
評

　
を
博
し
て
い
ま
し
た
。

　
　
今
後
も
い
ろ
い
ろ
な
催
し
を
計

　
画
し
、
町
民
の
み
な
さ
ん
に
貴
重

蝋
な
体
験
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
と

　
　
　
　
　
　
　
　
期
待
し
て
く
だ

　
思
い
ま
す
の
で
、

　
さ
い
。

一燃w蹴軸脚躍～一一の一一一｛
短
歌
尾
鈴
短
歌
会

初
春
の
箕
つ
め
た
き
庭
に
立
つ

子
の
病
状
を
思
ふ
は
寂
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
黒
木
ピ
サ

年
賀
状
書
く
も
気
腫
に
年
暮
る
る

癒
ゆ
る
術
な
き
妻
と
の
日
々
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
本
多
茂
雄

他
の
国
の
原
爆
を
脅
威
と
言
ふ
国
は

世
界
最
強
の
軍
備
を
保
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
橋
口
忠
孝

細
く
と
も
生
き
ゆ
く
願
ひ
初
春
の

夢
を
ま
と
め
て
一
首
を
記
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
キ
ヌ
子

頂
き
し
キ
ル
ト
の
ク
ッ
シ
ョ
ン
は

ピ
カ
ソ
の
絵
の
如
く
し
て
一
時
楽
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
貞
代

冬
枯
れ
の
田
に
戯
れ
し
日
を
思
ひ

舗
装
さ
れ
た
る
農
道
歩
む
　
　
　
　

　
　
　
　
　
レ
麟
．
ご
・
土
景
八
事

福
袋
の
中
の
品
々
を
案
じ
つ
つ
一

斗
疑
響
ひ
∵
電

手
つ
き
優
し
く
肩
揉
み
く
る
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
直
野
ミ
ノ
ブ

壽
ぎ
て
聖
樹
を
飾
る
子
ら
見
つ
つ

心
励
ま
し
生
き
む
と
思
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
鈴
子

靖
国
の
名
を
残
さ
む
と
遺
族
派
は

慰
霊
の
社
変
え
る
を
拒
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
幸
美

元
日
の
夜
明
の
近
き
星
空
を

生
き
る
証
し
と
脳
裏
に
刻
む

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岩
木
富
子

夜
半
に
飲
む
一
人
の
酒
に
し
み
じ
み
と

吾
が
残
世
に
思
い
及
び
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
村
吉
市

残
業
と
言
ひ
て
帰
り
の
遅
き
子
の

車
の
音
に
心
安
ら
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
村
秋
男

サ
ー
フ
ボ
ー
ド
屋
根
に
積
み
た
る
若
き
ら
の

浜
に
集
ひ
て
一
日
置
は
ふ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
高
野
美
智
雄

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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今
月
は
鶴
野
内
の
伊
東
征
男
さ
ん
に
お

話
を
伺
い
ま
し
た
。

⑰　　
　
　
○
現
況
と

　
　
　
　
　
　
今
後
の
経
営

悪：定農業音＝薯X業農
　
現
在
は
、
鶏
舎
3

棟
で
ブ
ロ
イ
ラ
ー
生

産
経
営
を
行
な
っ
て

い
ま
す
。
ブ
ロ
イ
ラ

ー
は
、
平
成
7
年
か

ら
始
め
8
年
目
に
な

る
が
、
気
候
な
ど
の

自
然
条
件
等
で
管
理

の
方
法
も
異
な
っ
て

く
る
の
で
、
換
気
に

つ
い
て
一
番
気
を
付
け
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
初
心
を
忘
れ
る
こ
と
な

く
、
鶏
の
為
に
何
が
必
要
か
と
い

う
こ
と
を
最
優
先
に
考
え
て
頑
張

っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
農
業
経
営
改
善
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
専
任
職
員
の
；
F

　
今
月
は
、
鶴
野
内
の
伊
東
征
男

さ
ん
の
自
宅
に
訪
問
し
、
話
し
を

伺
い
ま
し
た
。
征
男
さ
ん
は
、
J

A
日
向
を
平
成
7
年
3
月
に
退
職

－
、妻

事
孝
垂
～
韮

　
　
　
蓄

蓬
欝

譲 　　㍗

灘
憾　く

さ
れ
、
そ
の
年
に
ブ
ロ
イ
ラ
ー
経

営
に
取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。
今
年

で
8
年
に
な
る
と
話
さ
れ
、
そ
の

言
葉
に
農
業
経
営
者
と
し
て
の
風

格
が
備
わ
り
つ
つ
あ
る
と
感
じ
ま

し
た
。
征
男
さ
ん
は
、
J
A
勤
務

時
は
畜
産
課
長
と
し
て
指
導
に
た

ず
さ
わ
れ
、
ブ
ロ
イ
ラ
ー
に
つ
い

て
も
理
論
的
に
は
分
か
っ
て
い
た

が
、
自
分
が
飼
育
し
て
み
る
と
理

論
と
現
場
は
大
き
い
差
が
あ
る
と
、

農
業
経
営
の
難
し
さ
を
知
っ
た
と

の
こ
と
で
す
。
現
在
鶏
舎
3
棟
で
、

年
間
約
2
1
0
、
0
0
0
羽
を
出

荷
さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在
の
鶏
舎

は
途
中
で
辞
め
ら
れ
た
人
の
後
を

引
き
継
ぎ
、
征
男
さ
ん
と
常
雇
い

2
人
で
飼
育
管
理
を
や
っ
て
お
ら

れ
ま
す
。
一
日
↓
日
を
初
心
に
顧

っ
て
、
ト
リ
の
管
理
を
今
も
続
け

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
ま
た
、

や
ら
ね
ば
な
ら
な
い
作
業
は
後
に

ま
わ
す
こ
と
な
く
、
即
や
っ
て
い

る
と
言
わ
れ
、
こ
の
心
掛
け
が
何

の
事
業
を
行
う
に
も
一
番
大
切
で

あ
り
、
ま
た
成
功
の
秘
訣
で
も
あ

る
と
感
心
し
つ
つ
聴
い
て
い
ま
し

た
。
朝
、
ト
リ
を
見
て
何
を
や
る

べ
き
か
を
決
め
て
作
業
に
掛
か
る
。

ま
た
、
そ
の
や
っ
た
作
業
を
見
極

め
る
の
は
経
験
が
必
要
で
、
今
は

ト
リ
を
見
れ
ば
分
か
る
よ
う
に
な

っ
た
と
、
経
営
者
と
し
て
の
極
意

を
窮
め
つ
つ
あ
る
と
言
う
顔
を
見

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
ヒ
ナ
の

受
け
入
れ
体
制
（
鶏
舎
の
水
洗
い
、

消
毒
を
十
分
や
る
こ
と
）
を
十
分

や
る
こ
と
が
大
切
で
あ
り
、
入
雛

後
2
週
間
内
の
飼
育
管
理
で
、
そ

の
後
の
成
績
が
決
ま
る
と
言
い
切

ら
れ
ま
し
た
。
こ
れ
も
、
自
分
の

反
省
（
成
る
期
の
成
績
が
よ
く
天

狗
に
な
り
、
次
期
に
失
敗
し
た
）

か
ら
の
経
験
で
話
さ
れ
る
言
葉
に

も
、
十
分
な
技
術
を
伺
う
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。
ブ
ロ
イ
ラ
ー
飼
育

の
コ
ツ
は
①
ト
リ
を
見
極
め
る
こ

と
②
飼
料
の
与
え
方
（
前
期
）
③

鶏
舎
内
の
温
度
管
理
。
こ
の
条
件

を
最
高
に
持
っ
て
行
け
ば
、
ト
リ

は
育
つ
と
言
い
切
ら
れ
ま
し
た
。

飼
育
技
術
の
向
上
に
は
、
各
種
会

合
に
出
席
し
話
し
を
聴
く
こ
と
や

他
の
施
設
や
話
し
を
聴
く
こ
と
。

ま
た
、
正
直
に
な
っ
て
人
の
言
う

こ
と
を
聴
い
て
成
績
も
上
が
っ
た

と
、
自
分
自
身
の
問
題
と
し
て
話

さ
れ
る
言
葉
に
は
、
妙
に
人
を
納

得
さ
せ
る
顔
で
あ
り
ま
し
た
。
征

男
さ
ん
の
夢
は
子
供
と
一
緒
に
ブ

ロ
イ
ラ
ー
経
営
を
や
り
た
い
と
の

こ
と
で
す
。
自
分
に
正
直
で
ト
リ

を
見
極
め
る
目
が
あ
れ
ば
夢
は
叶

う
と
確
信
し
、
コ
タ
ツ
の
温
も
り

を
感
じ
つ
つ
伊
東
家
を
後
に
し
ま

し
た
。

虐
登
蔭
だ
毒

　
1
月
期
子
牛
セ
リ
市
の
本
町

か
ら
の
出
荷
分
の
結
果
及
び
最

高
額
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
　
（
非

売
を
除
く
。
）

東
臼
杵
郡
市
セ
リ
市
　
6
2
頭

　
雌
平
均
4
8
8
、
6
1
3
円

　
去
勢
平
均
　
4
1
9
、
8
8
3
円

合
計
平
均
　
4
4
8
、
7
0
5
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

霊
智
　
水
野
和
徳
　
ぼ
く
す
い
1
5
号

血
統
　
安
平
・
三
百
・
隆
美

3
2
6
日
令
　
2
9
8
㎏

　
　
　
　
　
8
0
2
、
2
0
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

坪
谷
　
海
野
新
明
　
静
花
3
号

血
統
　
安
平
・
福
桜
・
糸
秀

2
9
8
日
令
　
3
0
0
㎏

　
　
　
　
　
5
1
2
　
4
0
0
円

児
湯
郡
市
セ
リ
市
　
6
頭

　
雌
平
均
4
9
2
、
1
8
7
円

　
去
勢
平
均
　
3
2
2
8
7
5
円

　
合
計
平
均
　
4
3
5
7
5
0
円

最
高
額
〔
雌
の
部
〕

寺
門
黒
木
萬
好
く
み
ひ
め
号

血
統
　
安
平
・
隆
桜
・
安
平

3
2
4
日
令
　
2
7
6
㎏

　
　
　
　
　
5
8
0
　
6
5
0
円

〔
去
勢
の
部
〕

庭
田
　
黒
木
嚢
虫
　
年
男
号

血
統
　
福
桜
・
三
下
・
隆
美

2
4
4
日
令
　
2
1
3
㎏

　
　
　
　
　
3
6
2
　
2
5
0
円

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



鵜ど弓こ一う⑧

さ
く
あ
囎

　
　
　
　
　
　
だ
よ
り

　
　
　
　
嚢
麗
菅
3
1
7
1

3
円
の
輿
駕
擶
嗣

D
V
D
上
映
会

☆
8
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

　
け
ろ
け
う
け
ろ
っ
ぴ
の

「
び
っ
く
り
！
お
ば
け
や
し
き
」

「
け
ろ
け
ろ
ハ
ウ
ス
の
ひ
み
つ
」

☆
2
2
日
（
土
）
1
3
時
3
0
分
～

キ
キ
と
ラ
ラ
の

「
ヘ
ン
ゼ
ル
と
グ
レ
ー
テ
ル
」

「
お
姫
さ
ま
に
な
り
た
い
」

さ
く
ら
館
の
休
館
日

3
月
3
日
・
1
0
日
・
1
7
日
・

21

冝
B
2
4
日
・
3
1
日

一
般
図
書

F

・
半
次
捕
物
控
　
疑
惑

　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
雅
美

　
た
ま
た
ま
半
次
に
白
羽
の
矢

が
立
っ
た
！
侍
三
人
が
拝
領
屋

敷
に
居
座
っ
た
。
先
例
に
な
ら

え
ば
屋
敷
は
収
公
、
江
戸
中
が

て
ん
や
わ
ん
や
の
騒
ぎ
に
な
る
。

困
っ
た
年
番
与
力
は
、
半
次
を

呼
び
出
し
た
。

丸

・
武
蔵
と
無
二
斎
　
　
火
坂
雅
志

　
天
下
無
双
の
二
刀
流
、
不
出

世
の
剣
鬼
・
宮
本
武
蔵
と
其
の
父
・

無
二
斎
と
の
知
ら
れ
ざ
る
憎
悪

と
確
執
を
描
く
表
題
作
な
ど
七

三
を
収
録
。
名
だ
た
る
剣
豪
た
ち
、

歴
史
の
闇
に
消
え
て
い
っ
た
剣

鬼
た
ち
の
秘
話
・
逸
話
を
新
た

な
側
面
か
ら
捉
え
な
お
す
。

・
ハ
ゴ
ロ
モ
　
　
よ
し
も
と
ば
な
な

　
失
恋
の
痛
み
と
都
会
の
疲
れ

を
癒
す
べ
く
、
故
郷
に
舞
い
戻

っ
た
ほ
た
る
。
雪
に
つ
つ
ま
れ
、

川
の
流
れ
る
そ
の
町
で
、
こ
れ

ま
で
失
っ
た
も
の
、
忘
れ
て
い

た
大
切
な
も
の
を
彼
女
は
と
り

も
ど
せ
る
の
だ
ろ
う
か
一
。
静

か
な
回
復
の
物
語
。
書
き
下
ろ
し
。

・
年
下
の
女
友
だ
ち
　
林
真
理
子

　
そ
れ
に
し
て
も
若
い
女
で
あ

る
と
い
う
こ
と
は
、
そ
れ
だ
け

で
せ
つ
な
い
。
恋
に
揺
れ
、
結

婚
に
悩
む
女
た
ち
。
現
代
の
恋

の
悩
み
を
描
き
切
っ
た
短
編
集
。

「
小
説
す
ば
る
」
連
載
。

・
星
宿
海
へ
の
道
　
　
宮
本
　
輝

　
中
国
南
西
端
の
地
よ
り
、
燃

え
盛
る
炎
を
胸
に
男
は
姿
を
消

し
た
。
父
の
顔
も
知
ら
ぬ
幼
な

子
を
か
か
え
て
生
き
る
女
と
、

兄
を
追
う
弟
の
た
ぎ
る
想
い
。

そ
の
愛
し
い
生
命
の
絆
の
再
生

を
鮮
烈
に
描
い
た
巨
編
。
　
『
星

星
峡
』
連
載
に
加
筆
。

そ
の
他

・
屋
上
の
あ
る
ア
パ
ー
ト

　
　
　
　
　
　
　
阿
川
佐
和
子

・
人
形
（
ギ
ニ
ョ
ル
）
　
佐
藤
ラ
ギ

・
邪
光
　
　
　
　
　
牧
村
泉

・
王
事
の
悪
徒

（
禁
裏
御
付
武
士
事
件
簿
）

　
　
　
　
　
　
　
沢
田
ふ
じ
子

・
呪
い
亀
　
　
　
　

霞
　
流
一

・
誇
り
は
永
遠
に

　
　
　
　
　
ギ
ャ
ビ
ン
・
ラ
イ
ア
ル

　
・
キ
ッ
ズ
ア
ー
オ
ー
ル
ラ
イ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
岡
田
智
彦

・
リ
レ
キ
シ
ョ
　
　
　
中
村
　
航

・
な
に
わ
の
夕
な
ぎ
　
田
辺
聖
子

・
暴
力
の
予
感

－
伊
波
晋
猷
に
お
け
る

　
　
危
機
の
問
題
…

　
　
　
　
　
　
　
　
富
山
一
郎

・
黒
木
淳
吉
作
品
集
　
黒
木
淳
吉

・
十
津
川
警
部
（
標
的
）

　
　
　
　
　
　
　
西
村
京
太
郎

・
縁
起
の
い
い
客
　
　
吉
村
　
昭

・
虚
無
の
オ
ペ
ラ
　
小
池
真
理
子

・
眠
る
鯉
　
　
　
　
　
伊
集
院
静

・
冬
の
は
な
び
ら
　
　
伊
集
院
静

・
少
年
が
救
っ
た
提
督
の
名
誉

原
爆
運
搬
艦
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ

ポ
リ
ス
の
悲
劇

　
　
　
　
　
ビ
ー
ト
・
ネ
ル
ソ
ン

・
フ
ロ
ス
ト
ハ
ー
ト
　
桐
生
祐
狩

・
メ
リ
ー
・
ウ
ィ
ド
ウ
・
ワ
ル
ツ

　
　
　
　
　
　
　
　
赤
川
次
郎

・
劇
場
の
神
様
　
　
　
原
田
宗
典

・
バ
ル
カ
ン
の
超
特
急

　
一
消
え
た
女
一

　
　
　
　
エ
セ
ル
・
リ
ナ
・
ホ
ワ
イ
ト

・
ソ
ー
ネ
チ
カ

　
　
　
　
リ
ユ
ド
ミ
ラ
・
ウ
リ
ツ
カ
や

児
童
図
書

・
気
球
に
の
っ
た
少
年

　
大
あ
ば
れ
山
賊
子
太
郎

　
　
　
　
　
　
　
　
那
須
正
幹

　
と
き
は
戦
国
時
代
。
八
雲
の

国
の
お
ろ
ち
の
山
に
、
空
か
ら

気
球
が
お
り
て
き
て
、
山
賊
た

ち
は
大
騒
ぎ
。
の
っ
て
い
た
の
は
、

奇
妙
な
着
物
を
身
に
つ
け
た
少

年
だ
っ
た
：
・
。
ご
存
知
、
小
太

郎
少
年
と
、
忍
者
マ
メ
太
、
剣

之
助
に
、
次
郎
丸
が
加
わ
っ
て

大
暴
れ
！
（
小
学
校
中
学
年
）

・
ど
れ
が
ほ
ん
と
う
？

　
　
　
恐
竜
の
す
が
た

　
　
　
　
　
　
　
　
七
尾
　
純

　
同
じ
種
類
の
は
ず
な
の
に
図

鑑
に
よ
っ
て
は
違
う
恐
竜
の
絵
。

様
々
な
本
を
見
比
べ
な
が
ら
恐

竜
復
元
画
の
歴
史
を
探
る
。
世

界
で
最
初
の
復
元
画
と
は
？
現

在
で
は
ど
の
よ
う
に
描
か
れ
て

い
る
の
？
つ
い
に
は
復
元
を
手

が
け
る
人
物
に
会
い
に
い
く
こ

と
に
・
：
。
　
（
小
学
校
中
・
上
学

年
向
き
）

そ
の
他

・
平
和
と
戦
争
の
絵
本

　
　
　
　
　
　
　
　
石
山
久
男

・
か
い
け
つ
ゾ
ロ
リ
の

じ
ご
く
り
ょ
こ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
原
ゆ
た
か

・
赤
川
次
郎

ミ
ス
テ
リ
ー
コ
レ
ク
シ
ョ
ン

3
（
セ
ー
ラ
ー
服
と
機
関
銃
）

4
（
三
姉
妹
探
偵
団
・
珠
美
）

・
ド
キ
ド
キ
ワ
ク
ワ
ク
生
き
物

飼
育
教
室
4
か
え
る
よ
！
カ
イ
コ

え
ほ
ん

・
お
に
ぎ
り
く
ん
　
　
村
上
康
成

　
大
好
き
な
お
に
ぎ
り
は
、
ち

つ
ち
ゃ
な
お
米
か
ら
で
き
る
ん
だ
。

に
ぎ
っ
て
、
に
ぎ
っ
て
、
お
い

し
い
お
に
ぎ
り
の
で
き
あ
が
り
！

お
米
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
お

い
し
い
い
の
ち
、
い
た
だ
き
ま

～
す
！
（
幼
）

・
セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
の
お
い
た
ち

　
　
　
　
ガ
ブ
リ
エ
ル
・
バ
ン
サ
ン
作

　
　
　
　
　
　
も
り
ひ
さ
し
訳

　
自
分
の
生
い
た
ち
を
知
り
た

い
と
言
い
出
し
た
セ
レ
ス
テ
ィ

ー
ヌ
。
ア
ー
ネ
ス
ト
は
覚
悟
を

決
め
、
彼
女
が
捨
て
子
で
「
あ
っ

た
こ
と
を
告
げ
ま
す
。
真
実
を

知
っ
た
セ
レ
ス
テ
ィ
ー
ヌ
は
：
・
。

く
ま
の
ア
ー
ネ
ス
ト
お
じ
さ
ん

最
終
巻
。
　
（
小
初
）

そ
の
他

・
や
ね
う
ら
べ
や
の
お
に
ん
ぎ
ょ

　
う
さ
ん

・
旅
す
る
ベ
ッ
ド

・
に
ゆ
る
ぺ
う
り
ん

・
ま
り

・
ぼ
く
が
あ
の
こ
を
き
ら
い
な

　
わ
け

・
あ
か
い
さ
ば
く
の
ま
じ
ょ

・
な
め
れ
お
ん

・
い
つ
も
だ
れ
か
が
：
・

・
⑳
っ
て
な
ん
だ
？

※
他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑳3901まで〉
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鰯口裂逼り

やすらぎ再
三69－3367

　　東郷町国民健康保険からのお知らせ
　宮崎県内で東郷町は合計で5位（先月7位）となりました。先月と同様、老
人（老健）が高くなっています。

　季節の変わり目で、寒くなったり、暖かくなったりと気候の変化が大きいよ
うです。健康管理には十分注意しましょう。

　一人あたり医療費（平成14年3月～14年8月）　　（単位：円）

挑戦してみよう1
　　　　　健康づくり！！

　「ミニバし一ボー1し7ζ舎」

　　　　　参加手一6幕葉

期日3月15日（土）

　　　　　（女性のみのチームの部）

　　　　3月22日（土）

　　　　　（男女混成チームの部）

時　間　午後6時30分開会

場所東郷町中央公民館体育館

参加申込　1チーム5名以上で編成

　　　　　　し2月28日（金）までに、

　　　　　下記までお申込みくださ

　　　　　　い。

　申込先　町ミニバレーボール協会

◎り妻蓉雪ゴ首邑も5

　　　　　やすらぎ館保健福祉課保健係

嚢盈69－3367

一般被保険者 退職被保険者 老人保健 合　　　計

医療　費 順位 医療　費 順位 医療　費 順位 医療　費 順位

宮　　崎　　市 94　　　7 35 178　　95 13 38　　28 5 180　　－0 27

都　　城　　市 110　　　5 19 167　54 23 37　　59 6 198　　4 11

延　　岡　　市 102　　　1 28 153　21 34 3－1　　88 24 183　　5 23

日　　南　　市 119　　　1 7 182　52 12 35　　06 18 210　　0 3

小　　林　　市 104　　　8 24 175　38 16 35　　02 21 182　　　4 24

日　　向　　市 98　　3 31 147　　19 39 36　　7・1 14 171　　9 31

串　　間　　市 l19　　　6 6 147　84 38 35　　87 20 198　　6 12

西　　都　　市 96　　　2 32 165　　82 25 33，　99 29 169　　7 34

114　　　5 13 192　90 一一旦 一ユ翌． 一一窒

清　　武　　町
TT冒 ％�@　　　＝一一一

@♂♂　　　つ 一聴 @184　　64 10 39　　80 1 155　　　6 42

日］　野　　町 104　　　5 23 233　　64 3 36　　69 lI 179　　　1 28

42 169　　73 一3Ω． 一亘一 3旦
北　　郷　　町 102　て「 一酉 一－一一冒『一 @　　一三一一幽一

@148　01 37 33　　36 30 186　　9 21

l14　　　0 12 158　　22 29 一一隻

三　　股　　町 112　　　2 ｝7 168　　16 21 36　　　13 13 194　　　0 19

山之口町 94　　　3 3・1 150　　73 36 31　　08 39 172　　　2 30

高　　城　　町 117　　9 8 157　89 33 35　　06 19 194　　9 18

1Ll　田　　田∫ 112　　0 16 167　32 22 28　　38 43 178　　0 29

22 177　　42　　一　　　■　　　一 一li 一書9一

高　　原　　町 117　　0 10 165　　38 24 35　　71 17 196　　6 14

野　　尻　　町 106，305 21 158　　41 31 39　　77 2 195　　6 17

須　　木　　村 9 135　　02 ，豊 1 一一≧

一一 ∴鼈鼈鼈齬W一一一幽一一一一P冒」　岡　　町
　　一　　　　　　　　　　　　一　　　　　　　　　　　　　一

X　　424 『語 @188　89 9 34　　32 23 181　　4 25

国　　富　　町 9　　363 37 172　98 19 32　　20 33 161　　8 39

9　　235 36 142　44 40 ．4Ω．

高　　鍋　　町 8　301 39 157　65 32 33　　33 28 169　　　1 33

新　　富　　町 9　　498 30 183　　05 ll 33　　70 26 163　　2 38

西米良村 11　281 ll ●　192　　59 7 325，256 34 206　　6 8

木　　城　　町 92，262 38 163　60 26 31　　136 36 166　　2 37

川　　南　　町 7　081 44 175　24 17 34　　811 25 146　　4 44

40 192012　　一　　　’　　　一　　　一　　　一 一．登 9 171　　8　　　一　　　一 3盆
門　　川　　町

　　一　　　　　　　　　　　　一

W　　220 41 152，908 35 32　　884 35 159　　9 41

東　　郷　　町 11　〔巾口 ll 1D1533 ］ 　　一R7h　口　　； 7 コII7　　1L1 5

南　　郷　　村 126042 3 162730 27 331716 31 19　046 15

西　　郷　　村 124590 5 307481 互 303424 40 20　　275 10

北　　郷　　村 161245 1 192686 5 311811 38 22　　252 1

北　　方　　町 124801 4 161894 28 357871 16 20　677 7

北　　川　　町 103634 26 176985 15 300495 41 18　　160 26

北　　浦　　町 103680 25 235516 2 329683 32 16　492 35

諸　　塚　　村 112413 18 118745 44 394，527 3 20　　242 6

102912 27 173，608 ユ旦 44 ．4上

高千穂町
一　　一　　一　　一　　一　　一　　　　　　一　　一　　7　　一　　一　　一　　■

P13401 一1ヨ @198　190 4 339　117 27 19　004 16
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3月の行事予定表
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2
月
1
8
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（
坪
谷
駐
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所
）

父
　
覚
さ
ん

母
　
佐
代
美
さ
ん

「
お
誕
生
日
お
め
で
と
う
。
こ
れ
か
ら

も
明
る
く
元
気
な
愛
幸
ち
ゃ
ん
で
い

期　日　　　場　　　　所　　　受付時間

リハビリ教室
13日（木）シルバーセンター10：30～10：40

育児サークル（ちびちびCLUB）
4日（火）

10：00～12：00

18日（火）
や　す　ら　ぎ　館

赤ちゃん相談
12日（水）や　す　ら　ぎ　館　9：30～10：00

1歳6か月児・2歳6か月児健診

12日（水）

2歳6か月児13：00～13：30

やすらぎ館 1歳6か月児14：00～14：30

3月地区巡回健康相談

期　日 会　　　　　場 受付時間 期　B 会　　　　　場 受付時間
大工野集落センター 9：30～10：00 鹿　瀬　集　会　所 9：30～10：00

7日（金）

鶴野内コミュニティセンター 13：30～14：00

19日（水）

八重原高齢者プラザ 13：30～14：00

11日（火） 東上コミュニティセンター 9：30～10：00

20日目木） 稲葉野集会所 9：30～10：00

14日（金）
地　内　集　会　所 9：30～10：00 田　野　公　民　館 13：30～14：00

迫町　内　公民館 13：30～14：00

25日（火）
硯　野　集　会　所 9：30～10：00

羽坂生活改善センター 13：30～14：00

★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　　　0鵜どうご’，

　戸籍届出について

　　　身分三脚書の提示にご協力を！1

　最近、自分の知らない問に婚姻届や養子縁組届が出

される事件が発生し、大きな問題となっています。

　このような虚偽の戸籍届出を未然に防ぐため、町で
は平成15年4月から創設的届出（婚姻、協議離婚、養

子縁組届等）をされる場合に、．窓口において運転免許

証やパスポート等による本人確認をさせていただくこ

とになりました。皆様のご理解とご協力をお願いしま
す。

　なお、身分証明書がない場合でも、従来どおり届出
はできます。

　※詳しくは、役場住民課住民年金係（69－3902）

　　までお問い合わせください。

　　平成14年度予備自衛官補
　　　　　（一般・技術）募集について

▽受付期間　第1回：4月U日（金）まで

▽採用予定数　一般約10名　技術若干名

▽受験資格

　◎一般：18歳以上34歳未満の者

　◎技術：18歳以上で医師、歯科医師、薬剤師、理

　　　　学療法士その他国家免許資格等を有する者
▽試験日　4月19日（土）～21日（月）の間のいずれかの1日

▽試験場

　◎一般：陸上自衛隊都城駐屯地

　◎技術：陸上自衛隊健軍駐屯地
▽試験内容　筆記試験・口述試験・適性検査・身体検査

※詳しくは、自衛隊日向募集事務所（52－6914）

　又は役場総務課（69－3900）までお問い合わ
　せください。

「冠岳ふるさと干年の森」

　　ボランティア植樹＆山開き
　　　　　参加者募集のお知らせ

　冠岳ふるさと千年の森の整備を目的としたボ

ランティア植樹と冠岳山開きを次のとおり行い

ます。ぜひご参加ください。

▽日時　3月16日（日）

　　　受付午前9時30分～

▽場所　植樹：軒下「冠岳ふるさと千年目森」

　　　　山開き：冠岳東ルート登山口

▽内容　植樹：午前10時～
　　　　山開き：午後1時～

　※参加者は各自弁当を持参してください。

　※山開きの後、登山を予定しています。登山
　のできる服装をご準備ください。

　※雨天の場合、登山は中止します。植樹及び

　山開きは少雨決行です。

◆詳しくは、役場林政課（69－3908）又は企画調整

課（69－3901）までお問い合わせください。
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～
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。
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よ
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★あなたのまわりであったホットな話題をお知らせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉
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認証ランクと栽培基＋

　　　　　栽培基準説明

　　　　　　の鰍』弓ご’り⑩
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郷
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准一拉蛇り

　　　　生産過程において、化学合成農薬・化学合成肥料及び化学合成土壌改良

■　　　　資材の使用を中止して、3年以上を経過し、堆肥等による土づくりを行っ
　　　　たほ場で収穫された農産物

■　　　　同様に使用を中止して、1年以上3年未満で堆肥等による土づくりを行っ
　　　　たほ場で収穫された農産物

■　　　　同様に使用を中止して、1年未満で堆肥等による土づくりを行ったほ場　　　　で収穫された農産物

■　　　　生産過程において、化学合成農薬・化学合成肥料の使用量が、慣行栽培の
　　　　おおむね5割以下のほ場で収穫された農産物

■　　　　生産過程において、化学合成農薬の使用量が慣行栽培のおおむね5割以下　　　　で、化学肥料の使用量は慣行栽培同様で行ったほ場で収穫された農産物
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「恋愛の候」

　春は「恋愛の候」とよくいわれていますが、私にとってはこの季節　　　　貫ユ　　　、イ
は「チョコレートの候」です。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・費ノ　　　　回り
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　リバレンタイン・デーは2月14日でしたので＼恋人がいない私は友達　　　　　　　　N

のため＼チョコレートを買いに行きました。」USCOでは色々な種　　　　　　　　　　沿

類のチョコレートがあって．あげる人に合わせてチョコレートを選び

ました。チョコレートが大好きな私自身が欲しくなるようなものが多

かったですが、自分のためにチョコレートを買わないように最後まで

頑張りました。

　チョコレートを渡した後、一つのことが気になりました。日本のバレンタイン・デーは、男性は回

りの女性からチョコレートやプレゼントなどをもらう日ですが、アメリカの習慣と違って、女性はチ

ョコレートとか何ももらえません。

アメリカでは、バレンタイン・デーと言えば、バラの花や愛のしるしなどを連想します。バレンタイ

ン・デーに、女性でも男性でも恋人か好きな人にこんなロマンチックなものをあげるのは普通です。

複雑なルールは特にないと思います。

今年、私は男性の友と同僚のためにたくさんのチョコレートを買いましたけど．女性の友に何も買っ

てあげなかったのは、初めてでした。

ところで、チョコレートを渡したら、ある友達が「来月の返しを待っててね」と優しくミわれました

けど、　1ホワイト・デー」のことを説明してくれなかったので、　「えっ？なんと言った？」と思って

いました。

「ホワイト・デー」というのは、私が知る限り日本にしかない習慣です。

男性の方々は、チョコレートをもらいましたか？ホ．ワイト・デーのお返しは準備していますか？

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑲3901まで〉



　　　　　　り聯ど弓ご’り⑫

L

ホ　　　　　　　の

黒木貿伐さん（㈲

母　靖子さん

○好きな食べ物は何ですか？

チョコレート、シチュー

　　きな　びは　で
すかマ
1お絵かき

○大きくなったら何に

なりたいですか？

お花屋さん

◎回
　　　　　き；避働

　　　墨黒θ暫魯

ゆ奪山陰保育園ゆ春

　　　　　．　一‘一一甘

　　　　　タ　がコみン

羅織騨
‘
‘
，
，
．

しとオニ」
藻
▲「

田野田野の
　　　ま　　こ
谷ロ真子さん（㈲

父　博さん
母　たず子さん

○好きな食べ物は何ですか？

　カレーライス、いちご

○好きな遊びは何ですか？

　お絵かき

○大きくなったら何に

　なりたいですか？

　ケーキ屋さん

㌧
3
r

　
‘
’
言

圃⑥
賞頃賞頁頁関賞質頁

翻◎誘籐
賞賞賞賞更翼賞賞翼

クリスマス会で
ゴスペル熱唱1

　昨年12月18日に佐土原町に

ある施設病院（ピア・メンタルさ

さき病院）で行なわれたクリス

マス会に本町青年団理事で構

成したゴスペルグループが招

待され、オープニングで3曲を

熱唱しました。

　ゴスペルとは楽器を一切使

わず、声だけでいろんな音を

表現して歌うことを言います。

昨年8月に東臼杵郡青年祭で

のイベントに参加したのが縁で

今回の出演となりました。

　歌終了後は、患者さんと一

緒に交流会に参加し、楽しい

時間を過ごしたようです。

　いいこつちゃ、青年団！！

　表
　多氏

　牧
　水
　の
耀う

崎
畷

芹
の
葉
の
茂
み
が
う
へ
に
登
り
み
て

こ
れ
の
小
面
は
も
の
を
た
べ
を
り
（
黒
松
）

　
こ
の
歌
は
「
最
後
の
歌
」
と
詞
書
き
さ
れ
た
二
種
の
中
の
一

首
で
、
第
十
五
歌
集
『
黒
松
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
塩
月
眞
著
の
「
牧
水
の
風
景
」
に
次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

る
。
　
「
牧
水
が
最
後
に
詠
ん
だ
歌
は
作
歌
ノ
ー
ト
に
残
っ
て
い

る
次
の
歌
（
芹
の
葉
の
茂
み
が
う
へ
に
登
り
み
て
こ
れ
の
小
蟹

は
も
の
を
た
べ
て
を
り
、
の
歌
の
紹
介
）
で
、
い
ま
一
つ
は
、

没
後
、
机
の
上
に
あ
っ
た
『
創
作
』
六
月
号
の
裏
表
紙
に
赤
イ

ン
キ
で
書
か
れ
て
い
た
歌
（
酒
ほ
し
さ
ま
ぎ
ら
は
す
と
て
庭
に

出
で
つ
庭
草
を
ぬ
く
こ
の
庭
草
を
）
で
あ
る
。
」

　
こ
の
歌
に
つ
い
て
志
垣
澄
幸
著
「
牧
水
百
歌
」
で
は
次
の
よ

う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
。
　
「
ふ
と
見
た
池
尻
の
流
れ
に
茂
る
芹

の
葉
に
、
小
弓
が
一
匹
の
ぼ
っ
て
何
や
ら
食
べ
て
い
る
と
い
う

だ
け
の
歌
。
こ
の
酒
を
思
う
歌
（
二
首
の
中
の
一
首
で
、
酒
の

歌
）
と
小
国
の
小
さ
な
動
物
に
目
を
と
め
て
そ
れ
に
愛
情
を
よ

せ
た
歌
と
が
、
最
後
の
作
に
な
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
偶
然
の

こ
と
な
が
ら
、
常
に
酒
を
愛
し
自
然
の
風
物
に
限
り
な
い
愛
情

を
寄
せ
て
い
た
牧
水
に
ふ
さ
わ
し
い
。
そ
し
て
、
表
現
は
平
板

だ
が
、
わ
れ
わ
れ
は
や
は
り
こ
の
平
明
自
在
な
表
現
の
な
か
に

に
じ
み
出
て
い
る
深
い
哀
感
を
汲
み

と
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
」

★町報に関するご意見・ご感想をお聞かせください〈企画調整課商工観光係⑳3901まで〉
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